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■■■■決済モジュールのバージョンアップ決済モジュールのバージョンアップ決済モジュールのバージョンアップ決済モジュールのバージョンアップ手順手順手順手順    

    

手順①手順①手順①手順①    

ペイデザイン決済モジュールファイル（ZIP形式）に含まれる「mdl_dchkmdl_dchkmdl_dchkmdl_dchk」ディレクトリを

下記ディレクトリへ上書きコピーします。 

 

コピー先： ECECECEC----CUBECUBECUBECUBE 本体インストール先本体インストール先本体インストール先本体インストール先/data/downloads/module//data/downloads/module//data/downloads/module//data/downloads/module/ 

 

※上記は EC-CUBE標準構成の場合のディレクトリ構成です。 

ご利用の環境に合わせて読替えて頂けますようお願いいたします。 

 

※「./data/downloads/module/mdl_dchk」ディレクトリ内のファイルが上書き更新されま 

すので、独自にカスタマイズを行われている場合はファイルの消失などにご注意願います。 

 

手順②手順②手順②手順②    

下記の内容に従いファイルのコピーを行います。 

 

コピー元： ECECECEC----CUBECUBECUBECUBE 本体インストール先本体インストール先本体インストール先本体インストール先/data/downloads/module//data/downloads/module//data/downloads/module//data/downloads/module/mdl_dchk/install.phpmdl_dchk/install.phpmdl_dchk/install.phpmdl_dchk/install.php    

コピー先： ECECECEC----CUBECUBECUBECUBE 本体インストール先本体インストール先本体インストール先本体インストール先////html/html/html/html/    

    

※上記は EC-CUBE標準構成の場合のディレクトリ構成です。 

ご利用の環境に合わせて読替えて頂けますようお願いいたします。 

※コピーした※コピーした※コピーした※コピーした install.phpinstall.phpinstall.phpinstall.phpはバージョンアップ作業終了後に必ず削除してください。はバージョンアップ作業終了後に必ず削除してください。はバージョンアップ作業終了後に必ず削除してください。はバージョンアップ作業終了後に必ず削除してください。    

 

手順③手順③手順③手順③    

1. PCのブラウザから加盟店様サイトURLに「/install.php」を加えた URLにアクセスし

ます。 

例） https://加盟店様サイト URL/install.php 

 

2. 決済モジュールのインストール画面が表示されますので、内容を確認し 

[インストール]ボタンを押してください。 

 

手順④手順④手順④手順④    

EC-CUBE管理画面のメインメニューから [システム設定] - [DC 決済モジュール管理] の順に

アクセスし、画面下の「この内容で登録する」ボタンを押してください。 

※設定の変更がない場合でも必ず実施してください。 



ペイデザイン株式会社 

■バージョンアップ作業後の注意事項■バージョンアップ作業後の注意事項■バージョンアップ作業後の注意事項■バージョンアップ作業後の注意事項    

    

トラブル防止のため決済モジュールのバージョンアップ後は EC-CUBE 本体のテンプレー

トキャッシュを再構築していただけますようお願いいたします。 

（バージョンアップ後にキャッシュの再構築を行わなかった場合、新しいテンプレートが正しく適用されず、古いテンプレートが適

用される場合が御座います。） 

 

・テンプレートキャッシュの再構築方法 

 

次のテンプレートキャッシュディレクトリ内のファイルを全て削除してください。 

 

./data/Smarty/templates_c/admin/ 

./data/Smarty/templates_c/default/ 

./data/Smarty/templates_c/mobile/ 

./data/Smarty/templates_c/sphone/ 

 

※上記のディレクトリは EC-CUBE 本体インストールディレクトリを起点としております。 EC-CUBE 標準構成の場合のディ

レクトリ構成となりますので、ご利用の環境に合わせて読替えて頂けますようお願いいたします。 

 

上記作業の後にサイトへアクセスが発生するとキャッシュデータが自動生成されます。 

 

作業は以上で終了となります。 


